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令和７年４月号 

  第 402 号 

 

 

    宝生寺（西寺方町） 

 

 

巻頭言       

              

          会長就任の挨拶       

 

八王子囲碁連盟会長 藤森 力 

 

恩方同好会の藤森です。先の総会で本年度の八碁連会長を仰せつかりました。

微力ではありますが精一杯務めさせて頂きたいと思っています。 

私は 10 年程前、先輩から八碁連加入を勧められ、仲間に入れて頂きました。

八碁連の基本理念は「市民が伝統文化である囲碁を通じて親睦を図り、健康が

維持できるような機会を提供し棋力の向上を目指すとともに、囲碁の啓蒙と普

及に努めることを目的とする」という素晴らしいものであります。 

単に囲碁を楽しむという事だけでなく、仲間を気遣い、啓蒙と普及という社会

的使命も担っております。 
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八王子囲碁連盟の目的 
 
八碁連は市民が、伝統文化である囲碁
を通じて親睦を図り、健康が維持でき
るような機会を提供し棋力の向上を目
指すとともに、囲碁の啓蒙と普及に努
めることを目的とする。 

八碁連だより 
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八碁連の仲間達が子供囲碁教室や初級者講習・研修会等で囲碁の普及に努め

ている姿は、それまで八碁連の存在そのものさえ知らなかった私にとって大き

な驚きでした。この素晴らしい八碁連が今、老齢化の荒波に晒されています。老

齢化による会員の減少が叫ばれて久しい中、この流れを食い止めるのが、私た

ちの当面する最大課題であります。 

八王子の囲碁人口は 5 千人と云われております。私が 10 年前まで八碁連の存

在を知らなかったように、八碁連の活動を知らない多くの囲碁愛好者がいるこ

とは間違いありません。その為の情宣活動は極めて重要であります。 

衣替えした八碁連ホームページ、広報、市民センター掲示板等の活用は今後

も粘り強く継続されなくてはなりません。 

何よりも効果的なことは会員の皆さんが囲碁に興味ある友人・知人を八碁連に

勧誘することです。皆さんの周辺には囲碁をやりたいがその機会に恵まれない

方、八碁連活動に憧れつつも町内会館で少人数で囲碁を楽しんでいる方などが

いるはずです。 

どうかこの一年、組織拡大を目指し全会員が一人一名獲得を目標に奮闘しよ

うではありませんか。 

理事の皆さん、同好会・各団体の皆さん等、全会員一丸となって「活きいき」

と、楽しく、本年の活動を展開していきたいと思います。 

皆さんのご指導を宜しくお願いいたします。 

 

 

 

                             

 

 

令和６年度 第１１回理事会 議事録 

 

日時：令和７年２月２２日（土曜日）  ９時から１1 時 

場所：東浅川保健福祉センター 第２会議室 

出席者 澤田会長・藤森・荒畑・木村・小西・棚原 

 

 

理事会議事録（抄）     

（（抄） 
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会長報告 

・２月１２日（水）次期会長の藤森さんと一緒に、教育委員会に子ども大会の後

援と教育長賞と教育委員長の出席を依頼した 

・同日、八王子市へ「活きいき大会」の後援を依頼した。  

・台町同好会の会長が川上さんに決まったが、八碁連の会員ではないので、 

 入会して頂くよう説得するも加入希望なしとの返答。 

 

各理事報告 

・澤田会長に同行、上記の他、日本棋院八王子支部・囲碁サロンを訪問(倉内さ

ん)、挨拶と今後の子ども大会等に対するご協力をお願いした。 

活きいき大会の八王子市後援依頼については承認書が届いた。 

・八碁連だよりは 3 月号が出来上がり 4 月号の編集に入る。4 月号は新会長挨

拶、新しい八碁連ホームページの進捗状況、総会報告を中心に掲載を考えて

いる。 

・本年度の囲碁大会は全て終了し、各大会の昇段者・昇級者については USB で

申し送る 

新しいホームページに載せる各同好会の案内文については、速やかな提出を

お願いする。 

・2 月 28 日(金)13 時～16 時  新規ホームページ打ち合わせ 大横保健福祉

センター 

3 月 9 日 (日)  9 時 30 分～    総会 大横保健福祉センター第４会議室 

3 月 22 日(土)  9 時～12 時   第 12 回理事会 東浅川保健福祉センター 

6 月 22 日(土) 9 時～12 時   子ども囲碁大会  東浅川保健福祉センター 

以上については会場を確保し、準備が進んでいる。 

・一身上の都合で理事を退任・3 月 22 日に引き継ぎを行う（小西） 

 

議案討議事項 

１ 東浅川保健福祉センターの工事による日程変更の件 

  １０月 ５日(日)  八碁連囲碁大会（三段以上） 

１１月２３日(日)  市民文化祭囲碁大会 

１２月 ７日(日)  八碁連囲碁大会（二段以下） 

以上の日程で実施することを決定した。 
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   次回理事会は 令和７年３月２２日（土曜日） ９：００から１２：００ 

       場所 東浅川保健福祉センター 

 

 

    

 

 

★令和７年度八碁連定例総会報告     
 ３月９日（日）午前９時３０分より、大横保健福祉センターに於いて、令和

７年度八碁連定例総会が開催されました。出席者は、理事、各同好会長、新理

事、日本棋院八碁連支部幹事等２０余名の出席。 
 

議長に八碁連規約にに基づき前会長の池田 正三氏(大和田同好会)が選出さ

れ審議に入りました。 

 

第 1号議案 令和６年度事業報告  可決    

第 2号議案 令和６年度決算報告  可決 

第 3号議案 令和７年度事業計画案 可決 

                                                        大横保健福祉センター 

３ 第 33回活きいき囲碁地区大会（後援：日本棋院、八王子市） 

開 催 日 共   催 会    場 

令和 7年 4月 6日(日) 大和田囲碁同好会 大和田市民センター 

令和 7年 5月 11日(日) 石川   〃 石川市民センター 

令和 7年 6月 8日(日) 南大沢  〃 由木中央市民センター 

令和 7年 7月 13日(日) 長房   〃 長房市民センター 

注：1)各同好会が会場を事前に特別承認枠で申請する。 

2)同好会の事情により日程変更や中止がある。 

   3)残りの同好会は、来年度実施予定である。（隔年実施） 

注：７年度囲碁大会の詳細は 5月号で掲載予定。 

 

第 4号議案 令和７年度予算案   可決 

 注１ 新八碁連ホームページ作成費 ３０万円を含む 

お知らせ
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第 5号議案 提案事項 （段級位に関する規定の改定）      可決 

１．第５条（六からの昇格）に以下の項目を追加する。 

優勝回数を明確にするため、１回目優勝で段位の後にＡを、２回目優勝 

でＢを付ける。 

２．第６条（七段からの昇格） 

５条と同じく、優勝回数を明確にするため、１回目優勝で段位の後にＡ

をつける、その後優勝するたびに、７B・７C・７D・７E と変える。 

     

第 6号議案 令和 6年度役員等   可決      

１ 役員  (順不同) 

役職 氏 名 所属 電 話  Ｅメール 

会長 藤森 力  恩方 651-9764 chikara.f306@jcom.zaq.ne.jp 

理事 森本 慎一 大和田 080-5653-4833 morimoto8ouji@icloud.com 

理事 巻淵 正治  石川 642-3792 makifuchi1948@ymobile.ne.jp 

理事 三島 敏明 浅川 657-3447 toshi15mishima@kta.biglobe.ne.jp 

理事 宮崎 洋 中野 625-4267 hiroshivegas777@gmail.com 

理事 棚原 英治 元八王子 665-8876 eijitanahara1123@docomo.ne.jp 

 

各理事の業務分担 

宮崎 洋（副会長・総務）、棚原 英治（会場・用具）、三島 敏明（競技） 

巻淵 正治（広報）、森本 慎一（会計） 

 

主な意見・質疑内容は以下の通りです。 

・６年度決算書、７年度予算書において、本部大会参加費の予算額がそれぞれ 

支出の部において増加している。なぜ増えているのか、わかりにくい面があ

るので、当初予算額比で表示すべきだ。 

 （本部：参加人員が大幅に増減したり、補正予算が組めない現在、予算額を多

めにとっている現状がある。） 

・子供囲碁大会の開催連絡はもっと早くだして欲しい。 

 （本部：早期に出すようにしたい。） 

・八王子市民文化祭囲碁大会が、会場の都合（工事）で延期になった。市側へ連

絡を取った方が良いのでないか。 
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 （本部：まだ連絡を取っていない。至急連絡を取りたい。） 

・級位認定大会（日本棋院八王子囲碁連盟支部主催）は、各地区同好会でも初段

以下まで認定できる制度となっている。同じような内容になっていないか。 

 （本部：日本棋院主催は、公の認定証を発行している点が大きく異なる。今後

更に交流を深めながら継続可否も含め検討する。） 

・「八碁連だより」を発行するには膨大な事務作業を要しているようだ。本来の

広報の役目がやや失なわれていないか。簡素化も考えては。 

 （紙ベースの八碁連だよりも楽しみに待つ会員も少なくない。当該担当者が

それに忙殺されず、発行回数や、発行日、中身の簡素化などで改善を図る検討

を進めて行きたい。） 

  

第３３回活きいき大会のご案内 

〚石川大会〗 

♦開催日 令和７年５月１１日（日） 

♦受 付 午前９時１０分～９時３０分開催予定 

♦会 場 石川市民センター  tel042-642-0220 

♦参加費 会員 1,000 円・非会員 1,200 円（弁当付き） 

♦申込先 各囲碁同好会長➙石川囲碁同好会長 石川 幌二 

    メール：kisikawa19@nifty.ne.jp 

♦申込期限 令和７年４月２７日（日）欠席等の変更は事前にご連絡下さい。 

 

★研修部例会（４月～５月） 

  ４月：４月１２日（土）４月１９日（土）４月２６日（土） 

  ５月：５月１０日（土）５月１７日（土）５月２４日（土） 

 

★八碁連新 HP の運営検討事項について        

（第６回八碁連 HP プロジェクト会議開催） 

 

日時：令和７年２月２８日（金） １４：００～１６：００ 

場所：大横保健福祉センター４F 和室 

出席者：澤田会長、各理事（藤森、棚原、木村、荒畑）高橋、池田、八王子デザ

イン社（小貫様） 
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１．冒頭、池田氏より、ＴＯＰページ原稿作成執筆状況の説明があった。概ね順

調に届いているとの事であったが、一部、地区同好会で紹介文の未提出が

あること、囲碁大会全般の計画書が未着手であるが、３月９日の定期総会

終了後、該当部分を加工して作成し、八王子デザインへ送付するとのこと。

地区同好会の紹介の未作成に関しては、関係同好会（3 ヵ所）へ催促してほ

しい旨要請があった。 

尚、八碁連の概要の中で「年表」の作成が計画されていたが、現段階では、

不要との判断で削除した。  

２．続いて、八王子デザイン社小貫様より、 

  昨日（２月２７日）、メールにて「ＴＯＰページ」のイメージ画像を八碁連

宛て送信したとの紹介があった。そのコピー図を出席者で回覧した。 

  旧ＨＰとは、イメージの違いは格段であるが、スマートフォンを意識した

作成意図から、写真と文章が上から下に流れるような配置になっている。 

  これからは、データーに合わせた写真素材や画像があれば見やすいホーム

ページになるとの感触を得た。 

３．「八碁連だより」については、現在のワードでの作成ではそのままの形式で

新 HP に掲載することは、作成過程の違いからも困難になる。本件に関し

て広報担当者の負担にならないよう、また、紙ベースでの配布も必要なこ

とから更に検討を要する。 

４．ネット囲碁対局については、会員登録における個人情報の扱いが違法にな

らない注意が肝要である（八王子デザイン社）、基本は、メールにて申し込

む 方法を再考する。 

５．費用面では、サーバーやドメインの契約・管理は、八碁連として専任者もな

く、更新作業など負担も大きいことから八王子デザイン社に委託し、毎年

の管理費は別途検討することで合意した。 

 

第７回ｐ／ｊ会議予定 

 ３月２４日（月）１４：００～１７：００ 

   大横保健福祉センター （第１会議室） 
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【編集後記】        

 

恩方３大「山のお寺の鐘が鳴る」（中村雨紅）のモデルは、

興慶寺、観栖寺、そしてこの宝生寺である。１９２３年（大正

１２年）、雨紅は日暮里小学校に先生として勤務しているとき

に作詞したものであるが、八王子駅から恩方村（宮尾神社、自

宅）まで１６ｋｍある距離を徒歩で通っている時の詩である。

奥山深い道のりで、遠くお寺の鐘が鳴り響く光景は想像に難

くない。 

開山から６００年の歴史を持つ当寺、かの、北条氏照の帰依

を受け、篤く保護されたというから、氏照の信頼は並みの  

ものではなかったのだろう。 

現在の寺は一度火災で焼失したが、再建されたもので、約三千坪の敷地面積

（東京ドームグランド面積）を有する広さでゆったり感十分。文化財としては、

木造七福神の毘沙門天立像と言う。 

山門を入ると、白い七福神が本堂前に勢ぞろいしている。ご本尊はお不動さ

んだが、この七福神の神様も大切にお祀りしていることが目に見えてわかる。 

ここにお参りに来られれば八王子市の

七福神巡りは不要でしょう。 

 蛇足になりますが、七福神の内日本出

身は徳川家康に深く信仰された「恵比寿

様」だけで、他はインド、中国からの 

言わばお客様？（怒られるー！）だそう

です。最後の編集後記となりました。会

員皆様他読者の皆様のご多幸をお祈り申し上 

げます。長い間有難うございました。（荒畑） 

 

 

 

 

 

 

七福神が勢ぞろい 

付近の陵北大橋から

ら 
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